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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年4月8日(2021.4.8)

【公表番号】特表2020-508995(P2020-508995A)
【公表日】令和2年3月26日(2020.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2020-012
【出願番号】特願2019-544887(P2019-544887)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7105   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/439    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/09     (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/113    (2010.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/32     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/07     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7105   　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ   31/439    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/00     ＺＮＡＵ
   Ｃ１２Ｎ    1/00     　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｎ    5/09     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/09     １１０　
   Ｃ１２Ｎ   15/113    １１０Ｚ
   Ｃ１２Ｎ   15/09     １００　
   Ｃ０７Ｋ   16/32     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/07     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年2月24日(2021.2.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能が低下している細胞においてＳＭＡＲＣＡ２活性を調節
することを含むＳＭＡＲＣＡ２活性の調節方法。
【請求項２】
　前記方法がＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストを前記細胞に適用することを含む請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記細胞がエクスビボ又はインビトロにあり、前記細胞が、腫瘍を有する対象から単離
されるか又は腫瘍を有する対象に由来する請求項１又は２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記腫瘍が悪性である請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記腫瘍が転移性である請求項３又は４に記載の方法。
【請求項６】
　癌細胞を、ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストでの治療する候補として識別する方法であっ
て、前記方法が、
　前記癌細胞中のＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能のレベルを検出すること、
　前記癌細胞中に検出されたＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能のレベルを対照レベル又は参
照レベルと比較することを含み、
　前記癌細胞中のＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能のレベルが前記対照レベル又は参照レベ
ルと比較した際に低下している場合に、前記細胞が、ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストで治
療する候補として識別す方法。
【請求項７】
　前記癌は、癌細胞を含むサンプル中に含有されている請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　癌細胞を、ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストでの治療に感受性があるとして識別する方法
であって、前記方法が、
　前記癌細胞中のＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能のレベルを検出すること、
　前記癌中に検出されたＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能のレベルを対照レベル又は参照レ
ベルと比較することを含み、
　前記ＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能のレベルが前記対照レベル又は参照レベルと比較し
て低下している場合に、前記細胞が、ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストでの治療に感受性が
あるとして識別する方法。
【請求項９】
　ＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能の前記対照レベル又は参照レベルが、前記癌細胞と同源
の健常な細胞中に観察又は予測されるＳＭＡＲＣＡ４のレベルである請求項６～８のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストが、ＳＭＡＲＣＡ２のヘリカーゼ活性を、少なくと
も１０％、少なくとも２０％、少なくとも３０％、少なくとも４０％、少なくとも５０％
、少なくとも６０％、少なくとも７０％、少なくとも８０％、少なくとも９０％、少なく
とも９５％、少なくとも９８％若しくは少なくとも９９％阻害し又はＳＭＡＲＣＡ２活性
を消失させる請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストが、ＳＭＡＲＣＡ２のＡＴＰアーゼ活性を、少なく
とも１０％、少なくとも２０％、少なくとも３０％、少なくとも４０％、少なくとも５０
％、少なくとも６０％、少なくとも７０％、少なくとも８０％、少なくとも９０％、少な
くとも９５％、少なくとも９８％若しくは少なくとも９９％阻害し又はＳＭＡＲＣＡ２活
性を消失させる請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストが選択的ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストである請求
項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストが、ＳＭＡＲＣＡ２活性を、ＳＭＡＲＣＡ４活性よ
り少なくとも２倍、少なくとも５倍、少なくとも１０倍、少なくとも２０倍、少なくとも
５０倍、少なくとも１００倍、少なくとも１０００倍、少なくとも１００００倍又は少な
くとも１０００００倍効率的に阻害する請求項１～１２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストがＳＭＡＲＣＡ４を阻害しない請求項１２又は１３
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に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストが、ＳＭＡＲＣＡ２のヘリカーゼドメインを標的と
する請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストがＳＭＡＲＣＡ２のＡＴＰアーゼドメインを標的と
する請求項１～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストがＳＭＡＲＣＡ２のブロモドメイン活性を標的とし
ない請求項１～１６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ＳＭＡＲＣＡ４の活性の低下が、遺伝子変異によって引き起こされる請求項１～１
７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ＳＭＡＲＣＡ４の活性の低下が、エピジェネティックな変化によって引き起こされ
る請求項１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記ＳＭＡＲＣＡ４の活性の低下が、ＳＭＡＲＣＡ４遺伝子転写の低下により、ＳＭＡ
ＲＣＡ４遺伝子転写産物翻訳の低下により、翻訳後修飾により、タンパク質－タンパク質
相互作用の消失により又はこれらの組合せにより、引き起こされる請求項１～１９のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストがＳＭＡＲＣＡ２阻害剤である請求項１～２０のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストが、アンチセンスＲＮＡ、ｓｈＲＮＡ、ｓｉＲＮＡ
、ＣＲＩＳＰＲ／Ｃａｓ９、転写活性化因子様エフェクターヌクレアーゼ（ＴＡＬＥＮ）
、ジンクフィンガーヌクレアーゼ（ＺＦＮ）、抗体、抗体フラグメント及び抗体ミメティ
ックからなる群から選択される請求項１～２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストがＰＦＩ－３である請求項１～１１及び１８～２３
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　癌の治療に使用するためのＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストであって、癌細胞は、ＳＭＡ
ＲＣＡ４の活性又は機能が、ＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能の対照レベルと比較した際に
低下している、癌の治療に使用するためのＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニスト。
【請求項２５】
　癌の治療用の医薬品として使用するためのＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストであって、癌
細胞は、ＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能が、ＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能の対照レベル
と比較した際に低下している、癌の治療用の医薬品として使用するためのＳＭＡＲＣＡ２
アンタゴニスト。
【請求項２６】
　前記対照レベルが、癌を有していない細胞におけるＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能のレ
ベルである請求項２４又は２５に記載のＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニスト。
【請求項２７】
　前記細胞のＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能の低下に基づいて、前記ＳＭＡＲＣＡ２アン
タゴニストを前記細胞に適用することを含む請求項２４～２６のいずれか一項に記載のＳ
ＭＡＲＣＡ２アンタゴニスト。
【請求項２８】
　癌の治療用の医薬品の製造におけるＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストの使用を必要とする
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対象における、癌の治療用の医薬品の製造におけるＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストの使用
であって、前記対象又は前記対象の細胞は、ＳＭＡＲＣＡ４の活性又は機能が、ＳＭＡＲ
ＣＡ４の活性又は機能の対照レベルと比較した際に低下している、癌の治療用の医薬品の
製造におけるＳＭＡＲＣＡ２アンタゴニストの使用。
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